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第 214号 令和４年１月

令
和
四
年
　
年
頭
の
ご
挨
拶

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
令
和
四
年
の
初
春
を
迎
え
ら
れ
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
こ
そ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
い
、

平
穏
で
輝
か
し
い
年
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
中
部
局
と
し
ま
し
て
は
、
昨

今
、
山
地
災
害
が
激
甚
化
す
る
中
、
急

峻
な
地
形
が
多
い
管
内
の
状
況
を
踏
ま

え
、
地
方
公
共
団
体
等
と
の
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
、
災
害
時
の
緊
急
対
応
、

災
害
復
旧
を
は
じ
め
適
切
な
治
山
対
策

の
実
施
に
全
力
を
上
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
間
伐
等
の
森
林
整

備
を
着
実
に
進
め
ま
す
。
循
環
可
能
な

条
件
の
林
地
で
は
、
資
源
利
用
と
同
時

に
、
速
や
か
に
次
代
を
造
成
す
る
こ
と

が
、
木
材
加
工
産
業
と
つ
な
が
る
林
業

サ
イ
ク
ル
を
持
続
し
て
い
く
た
め
の

「
タ
ネ
蒔
き
」
に
な
り
ま
す
。
当
局
で

の
伐
採
・
造
林
一
貫
作
業
の
割
合
は
皆

伐
面
積
の
八
～
九
割
に
達
し
て
い
ま

す
。
造
林
初
期
の
地
拵
え
の
労
働
負
担

軽
減
、
期
間
短
縮
等
を
実
現
す
る
こ
の

取
組
に
加
え
て
、
将
来
を
見
据
え
、
林

業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組
を
国
有
林

現
場
へ
の
適
用
や
民
有
林
内
へ
の
技
術

支
援
に
向
け
て
、
更
に
段
階
を
進
め
ま

す
。
新
し
い
林
業
を
目
指
し
、
エ
リ
ー

ト
ツ
リ
ー
特
定
母
樹
由
来
の
苗
木
が
円

滑
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
、
そ
の
普
及
や

供
給
に
向
け
た
支
援
に
も
取
り
組
み
ま

す
。

子
を
作
成
し
ま
し
た
。
小
冊
子
は
、
当

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

https://w
w

w
.rinya.m

aff.go.jp/
chubu/koho/kisosikibatuboku.htm

l

　

さ
ら
に
、
管
轄
面
積
の
半
分
が
国
立

公
園
等
と
い
う
特
徴
も
踏
ま
え
、
自
然

休
養
林
等
と
併
せ
て
、
多
様
な
森
林
を

利
用
し
て
癒
し
の
空
間
を
提
供
す
る
こ

と
に
加
え
、
そ
の
利
用
を
観
光
や
人
材

育
成
等
に
つ
な
げ
る
森
林
サ
ー
ビ
ス
産

業
の
構
築
に
貢
献
す
る
考
え
で
す
。

　

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
と
言
わ
れ
る
現
下

の
状
況
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
今
年

が
、
管
内
四
県
の
林
業
・
木
材
産
業
、

ひ
い
て
は
地
域
経
済
に
と
っ
て
の
ジ
ャ

ン
プ
ア
ッ
プ
の
年
と
な
る
よ
う
、
当
局

と
し
て
貢
献
し
て
ま
い
る
考
え
で
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健

勝
・
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

木
材
供
給
で
は
、
シ
ス
テ
ム
販
売
に

よ
る
一
般
材
の
計
画
的
・
安
定
的
な
供

給
を
引
き
続
き
進
め
、
国
産
材
利
用
の

要
望
に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

当
局
の
強
み
と
も
言
え
る　
　

 

木
曽
ヒ

ノ
キ
や
段
戸
Ｓ
Ａ
Ｎ
、
信
州
プ
レ
ミ
ア

ム
カ
ラ
マ
ツ
等
の
優
良
材
生
産
の
ほ
か
、

特
殊
な
寸
法
・
品
質
の
木
材
需
要
に
も

応
え
る
と
と
も
に
、
市
町
村
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
そ
の
ニ
ー
ズ
の
早
期
把
握

に
努
め
ま
す
。
天
然
木
曽
ヒ
ノ
キ
に
代

表
さ
れ
る
優
良
材
は
、
先
人
の
工
夫
と

技
術
が
あ
っ
て
生
産
・
流
通
し
て
き
た

長
い
歴
史
を
有
し
て
い
ま
す
。
一
昨
年

か
ら
１
年
間
、
そ
の
内
容
を
記
し
た

「
木
曽
式
伐
木
運
材
図
会
」
を
当
誌
で

連
載
・
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

昨
年
十
一
月
、
連
載
内
容
に
大
正
か
ら

昭
和
初
期
の
古
写
真
を
追
加
し
た
小
冊

中
部
森
林
管
理
局
長

　上

　練
三

林
業
サ
イ
ク
ル
の
実
現
に
向
け
て

林
業
サ
イ
ク
ル
の
実
現
に
向
け
て

か
み

れ
ん
ぞ
う

○高
○国

ま
る
こ
う 

ま
る
こ
く



【
東と
う
の
う濃
森
林
管
理
署
】

　

十
一
月
十
一
日
、
岐
阜
県
森
林
組
合

連
合
会
が
主
催
す
る
第
九
回
「
ぎ
ふ
優

良
材
展
」
が
恵え

な

し
那
市
の
東
濃
林
産
物
共

販
所
に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

県
内
の
民
有
林
と
国
有
林
か
ら
約

三
千
立
方
㍍
の
優
良
材
が
集
め
ら
れ
、

当
署
か
ら
は
八
十
年
生
以
上
の
高
齢
級

ヒ
ノ
キ「　
　

木
曽
ひ
の
き（
東
濃
）」を

中
心
に
約
一
七
〇
立
方
㍍
を
出
品
し
ま

し
た
。

　

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
も
あ
り
、

三
㍍
柱
材
中
心
に
高
値
で
取
引
さ
れ
、

立
方
㍍
単
価
が
四
万
円
を
超
え
る
物
件

【
森
林
整
備
課
】

　

十
二
月
九
日
、
中
部
森
林
管
理
局
大

会
議
室
に
お
い
て
、
天
皇
陛
下
御
即
位

記
念
分
収
造
林
に
係
る
契
約
調
印
式
を

行
い
ま
し
た
。
契
約
い
た
だ
い
た
の
は

サ
ミ
ッ
ト
半は

ん

だ田
パ
ワ
ー
・
西に

し
が
き垣
林
業
共

同
事
業
体
で
、
今
回
の
記
念
分
収
造
林

と
し
て
は
、
当
局
管
内
で
三
件
目
の
契

約
と
な
り
ま
す
。

　

本
共
同
事
業
体
は
、
サ
ミ
ッ
ト
半
田

パ
ワ
ー
㈱
と
西
垣
林
業
㈱
が
共
同
で
分

収
造
林
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し

て
結
成
し
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う

な
共
同
事
業
体
と
の
分
収
造
林
契
約

は
、
国
有
林
で
は
初
め
て
の
事
例
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

調
印
式
は
、
上か

み

練れ
ん
ぞ
う三
中
部
森
林
管
理

局
長
と
共
同
事
業
体
代
表
者
の
サ
ミ
ッ

ト
半
田
パ
ワ
ー
㈱
大お

お

ば場
渉

わ
た
る

代
表
取
締

役
に
よ
る
契
約
書
の
取
り
交
わ
し
に
続

き
、
当
局
長
か
ら
大
場
代
表
と
西
垣
林

業
㈱
西に

し
が
き垣
雅ま

さ

し史
代
表
取
締
役
社
長
へ
、

分
収
造
林
に
よ
り
健
全
な
森
林
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
た
だ
く
こ
と
へ
の
謝
意

と
し
て
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ヒ
ノ
キ
の
ほ

か
、
サ
ク
ラ
等
の
広
葉
樹
も
出
品
し
ま

し
た
が
、中
で
も
目
玉
と
な
っ
た
の
が
、

ト
チ
ノ
キ（
加か

し

も
子
母
裏う
ら

木き

そ曽
国
有
林
産
）

の
大
木
で
す
。
元
玉
は
四
㍍
の
末
口
径

八
四
㌢
㍍
、
二
番
玉
は
三・
八
㍍
の
末

口
径
七
四
㌢
㍍
な
ど
、
素
材
材
積
の
合

計
七・
二
〇
一
立
方
㍍
が
、
約
二
百
六 

十
万
円（
税
抜
）で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
入
札
参
加
者
は
郵
便
の
預
け

札
を
含
め
約
六
十
名
、
総
額
六
千
八 

百
万
円
の
売
り
上
げ
と
な
り
、
う
ち
当

署
の
販
売
額
は
八
百
十
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
、
計
画
的
・
安
定
的
な

木
材
の
供
給
に
努
め
る
と
と
も
に
、
多

様
な
樹
種
の
出
品
や
的
確
な
時
期
の
出

材
な
ど
、
有
利
販
売
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

契
約
箇
所
は
、
愛
知
森
林
管
理
事
務

所
管
内
の
段だ

ん

ど戸
国
有
林
で
、
面
積
約
五

㌶
の
区
域
に
ス
ギ
を
植
栽
す
る
予
定
と

し
て
い
ま
す
。

　

調
印
後
契
約
者
か
ら
、「
分
収
造
林

は
長
期
に
亘
る
契
約
で
あ
り
、
森
林
の

成
長
と
共
に
会
社
も
成
長
し
つ
つ
、
脱

炭
素
社
会
の
実
現
や
地
域
振
興
に
寄
与

し
た
い
。」と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
天
皇
陛
下
御
即
位
記
念
分
収

造
林
は
令
和
三
年
度
で
終
了
と
な
り
ま

す
が
、
分
収
造
林
に
つ
い
て
は
引
き
続

き
契
約
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

〈各地からの便り〉

「
ぎ
ふ
優
良
材
展
」へ
出
品

�

～
ト
チ
ノ
キ
を
高
額
販
売
～

天て

ん

の

う皇
陛へ

い

か下
御ご

そ

く

い

即
位
記き

ね

ん

ぶ

ん

念
分
収し

ゅ
う

造ぞ

う

り

ん林

　
の
契
約
調
印
式
を
開
催

トチノキ4ｍ×84㎝　約51万円／m3

契約調印式後の記念撮影

　　木曽ひのき（東濃）PRの様子

○高
○国

ま
る
こ
う 

ま
る
こ
く
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〈各地からの便り〉

【
資
源
活
用
課
】

　

十
二
月
七
日
、
中
部
森
林
管
理
局
大

会
議
室
に
お
い
て
、「
生
産
性
向
上
実

現
プ
ロ
グ
ラ
ム
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
勉
強

会
」を
二
十
三
会
場（
林
野
庁
・
東
北
局
、

関
東
局
・
四
国
局
・
中
部
局
・
署
等
）

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
で
結
び
、
全

会
場
合
わ
せ
て
二
七
〇
人
が
参
加
し
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
局
で
は
、
林
業
事
業
体
や
研
究
機

関
、
県
、
市
町
村
等
と
連
携
し
、
林
業

に
お
け
る
低
コ
ス
ト
で
高
効
率
な
生
産

性
向
上
を
目
指
し
、「
生
産
性
向
上
実

現
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
令
和
元
年
度

ま
で
の
五
年
間
の
取
組
を
総
括
す
る
形

で
令
和
二
年
二
月
、
八
月
、
令
和
三
年

二
月
に
計
画
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
り
、
今
回
よ
う

や
く
開
催
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　

本
勉
強
会
で
は
、「
五
カ
年
の
取
組

結
果
と
今
後
の
展
望
（
中
部
局
）」、
令

和
元
年
度
林
野
庁
国
有
林
間
伐
・
再
造

林
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞
「
生
産
性
向
上

の
取
組
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
（
北
信
州
森

林
組
合
）」、
本
取
組
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
よ
る
「
作
業
動
画
と
作
業
日
報
か
ら

考
え
る
標
準
作
業
に
つ
い
て
（
岐
阜
県

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
）」、「
路
網
密

度
と
集
材
距
離
（
長
野
県
北
ア
ル
プ
ス

地
域
振
興
局
林
務
課
）」、「
生
産
性
向

上
に
つ
い
て
（
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ
改
善

３
６
０
）」、「
素
材
生
産
に
お
け
る
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
つ
い
て

（
郡
上
森
林
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
議
会
）」

の
五
つ
の
テ
ー
マ
で
、
節
目
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

報
告
後
の
意
見
交
換
で
は
、
今
後
の

取
組
方
法
に
係
る
意
欲
的
な
意
見
や
質

問
が
出
さ
れ
、
会
場
及
び
ウ
ェ
ブ
を
通

じ
活
発
な
や
り
と
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
に
は
述
べ
二
千
人
余
り
の

関
係
者
が
関
わ
り
取
組
が
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
は
令
和
七
年
度
に

向
け
て
、
さ
ら
に
地
域
の
事
業
体
の
生

産
性
向
上
の
底
上
げ
を
図
る
た
め
、
局

署
挙
げ
て
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

生
産
性
向
上
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム

�

ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
勉
強
会
を
開
催
！

生産性向上実現プログラムジャンプアップ勉強会の様子（中部局会場）
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【
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
、

岐ぎ

ふ阜
森
林
管
理
署
】

　

十
二
月
八
日
、
岐
阜
署
管
内
の
七し

ち
そ
う宗

国
有
林
及
び
七
ひ
ち
そ
う
ち
ょ
う

宗
町
神か

渕ぶ
ち

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
し
た

「
ニ
ホ
ン
ジ
カ
食
害
防
除
対
策
検
討
会
」

に
、
岐
阜
県
の
各
農
林
事
務
所
等
や
七

宗
町・
下げ

ろ

し
呂
市
の
林
務
担
当
者
、
当
局・

署
の
職
員
三
十
二
名
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

当
検
討
会
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息

域
の
拡
大
に
伴
っ
て
、
植
栽
木
の
食
害

被
害
が
深
刻
化
の
一
途
を
た
ど
る
中

で
、
そ
の
被
害
が
再
造
林
へ
の
大
き
な

障
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
民
国

が
連
携
し
、
そ
の
被
害
防
除
対
策
に
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
に

平
成
二
十
八
年
度
か
ら
岐
阜
署
と
共
同

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

午
前
は
、
岐
阜
県
森
林
研
究
所
主
任

研
究
員
に
「
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
の
現
状

と
課
題
」
に
つ
い
て
の
講
演
を
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
中
部
局
管
内
の
獣
害
対

策
の
取
組
等
に
つ
い
て
、
当
局
の
担
当

者
が
事
例
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

【
北ほ

く
し
ん信
森
林
管
理
署
】

　

十
一
月
十
日
、
信し
な
の
ま
ち

濃
町
霊れ
い
せ
ん仙
寺じ
や
ま山
国

有
林
に
お
い
て
、「
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
ク

マ
の
剥
皮
被
害
木
の
自
動
抽
出
」現
地
検

討
会
（
主
催
：
北
信
署
、
信
州
大
学
）
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
取
組
は
、
信
州

大
学
と
の
連
携
と
協
力
に
関
す
る
協
定

に
基
づ
き
国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活

用
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
精
密

林
業
技
術
の
開
発
を
行
っ
て
お
り
、
今

回
の
検
討
会
も
そ
の
一
環
と
な
り
ま
す
。

　

近
年
、
当
署
管
内
で
は
、
ク
マ
に
よ
る

剥
皮
被
害
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
人

力
に
よ
る
現
地
調
査
で
は
、
被
害
の
全

容
を
掴
む
の
は
困
難
と
な
って
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
信
州
大
学
か
ら
、
上
空
か

ら
の
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
撮
画
像
を
用

い
て
、
Ａ
Ｉ
に
被
害
木
の
特
徴
を
学
習

さ
せ
、
ク
マ
の
剥
皮
被
害
木
を
自
動
抽

出
す
る
技
術
を
活
用
す
る
提
案
を
受
け

ま
し
た
。

　

こ
の
技
術
が
実
用
化
さ
れ
れ
ば
、
広

範
囲
に
亘
る
被
害
状
況
の
把
握
を
速
や

か
に
行
え
る
た
め
、
ク
マ
剥
ぎ
対
策
の

実
施
や
、
今
後
の
施
業
方
法
の
検
討
な

　

午
後
は
、
七
宗
国
有
林
内
の
「
獣
害

対
策
展
示
エ
リ
ア
」
へ
移
動
し
、
設
置

し
て
あ
る
開
発
中
の
も
の
を
含
め
た
各

種
の
罠
等
に
つ
い
て
、
岐
阜
署
及
び
当

セ
ン
タ
ー
職
員
と
開
発
メ
ー
カ
ー
担
当

者
が
説
明
を
行
い
、
多
数
の
出
席
者
に

く
く
り
罠
の
設
置
を
体
験
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
外
部
の
有
識
者

等
と
連
携
し
て
、
引
き
続
き
ニ
ホ
ン
ジ

カ
食
害
防
除
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ど
へ
の
活
用
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

当
日
は
、
林
野
庁
経
営
企
画
課
の
島

田
課
長
補
佐
を
は
じ
め
十
四
団
体
四
十

名
が
参
加
し
、
ド
ロ
ー
ン
撮
影
の
実
演

が
行
わ
れ
、
こ
の
技
術
の
活
用
方
法
等

に
つ
い
て
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ
る
林
分
被
害
の
把
握

と
い
っ
た
現

地
調
査
の
省

力
化
は
コ
ス

ト
削
減
等
の

メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い
こ
と

か
ら
、
今
後

の
改
良
と
導

入
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

〈各地からの便り〉

令
和
三
年
度
ニ
ホ
ン
ジ
カ
食
害

防
除
対
策
検
討
会
を
開
催

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
ク
マ
の
剥は

く
ひ皮
被
害
木
の

�
自
動
抽
出
現
地
検
討
会
を
開
催

民有林担当者のくくり罠設置体験状況

ドローンによる調査画像を写したPC

ドローンによる上空からの撮影
（茶色部分がクマの剥皮被害木）
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【
木き

そ曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
】

　

十
月
二
十
九
日
、
長
野
県
上
松
町
の

赤
沢
自
然
休
養
林
に
お
い
て
、
木
曽
川

下
流
域
の
方
々
に
木
曽
地
域
の
林
業
の

歩
み
、
木
材
輸
送
、
名
古
屋
市
熱
田
区

の
白
鳥
貯
木
場
に
た
ど
り
着
く
ま
で
の

運
材
技
術
の
変
遷
や
木
材
の
出
材
地
に

つ
い
て
学
び
、「
四
百
年
の
歴
史
」を
体

感
し
、
森
林
と
ふ
れ
あ
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
「
木
曽
の
国
有
林
見
学

会
令
和
三
年
度
秋
季
」
を
開
催
し
た
と

こ
ろ
、
名
古
屋
市
を
中
心
に
二
十
一
名

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
木き

そ曽
森
林
管
理
署
】

　

十
一
月
二
十
四
日
、
長
野
県
上あ
げ
ま
つ
ま
ち

松
町

小お
が
わ川
入い
り

国
有
林
内
の
「
忌き
ひ
ざ
い

避
剤
散
布

地
」、「
防ぼ
う
ご護
柵さ
く

設
置
箇
所
」
の
植
栽
地

に
お
い
て
、
被
害
対
策
の
現
状
を
確
認

し
、植
栽
木
の
保
護
と
い
う
視
点
か
ら
、

今
後
の
対
応
や
問
題
点
な
ど
を
検
討
す

る
場
と
し
て
当
署
・
南な

ぎ

そ
木
曽
支
署
及
び

長
野
県
木
曽
地
域
振
興
局
林
務
課
と
共

同
で
「
木
曽
谷
地
域
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対

策
現
地
検
討
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、管
内
町
村
の
獣
害
対
策
担
当
者
、

企
業
も
含
め
三
十
二
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

近
年
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
木
曽
地
域
に

お
い
て
も
個
体
数
の
増
加
や
生
息
区
域

の
拡
大
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
今
の

と
こ
ろ
大
き
な
被
害
は
少
な
い
状
況
で

す
が
、
今
後
、
被
害
の
拡
大
は
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

検
討
会
で
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
長

野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の
柳

や
な
ぎ
さ
わ澤
研
究

員
か
ら
、
長
野
県
の
現
状
や
現
地
で
の

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
防
護
柵
、
単

木
保
護
資
材
、
忌
避
剤
の
そ
れ
ぞ
れ
の

　

当
日
は
、
秋
晴
れ
の
穏
や
か
な
天
気

の
中
、
花
村
名
古
屋
事
務
所
長
の
歓
迎

の
挨
拶
の
後
、
職
員
の
案
内
で
森
林
鉄

道
に
乗
車
し
、
四
班
に
分
か
れ
林
内
散

策
を
行
い
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
昭
和

六
十
年
に
行
わ
れ
た
第
六
十
一
回
伊い

せ勢

神じ
ん
ぐ
う宮
の
式し
き
ね
ん
せ
ん
ぐ
う

年
遷
宮
の
御み
そ
ま
は
じ
め
さ
い

杣
始
祭
で
の
御

神
木
の
伐
倒
の
様
子
な
ど
を
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
よ
り
紹
介
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
天
気
が
良
く
紅

葉
も
き
れ
い
で
よ
か
っ
た
」、「
何
度
も

訪
れ
て
い
る
が
説
明
を
聞
い
て
よ
り
理

解
が
深
ま
っ
た
」、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
状
況
で
ど
う
な
る
か
と
心

配
し
た
け
ど
開
催
さ
れ
て
よ
か
っ
た
」

と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ン
ケ
イ

化
学
株
式
会
社
か
ら
は
、
硫い

お
う黄
が
主
成

分
の
忌
避
剤
の
使
用
方
法
の
実
演
な
ど

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

木
曽
谷
で
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
よ
り
ク
マ

の
皮か
わ
は剥
ぎ
被
害
に
関
心
が
高
い
状
況
で

す
が
、
今
回
の
検
討
会
で
ニ
ホ
ン
ジ
カ

に
対
す
る
認
識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
分
布
や
個
体

数
推
移
を
見
な
が
ら
、
状
況
に
合
わ
せ

て
対
応
し
て
い
く
こ
と
や
個
体
数
調
整

も
併
せ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

〈各地からの便り〉

木
曽
の
国
有
林
見
学
会
の
開
催

木
曽
谷
地
域
の

�

ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
を
検
討

❺❻
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タブレットを用いて解説している様子

森林鉄道丸
まるやま

山渡
ど

停車場で木曽五木（ヒノキ、サワラ、
アスナロ、ネズコ、コウヤマキ）の説明の様子

忌避剤散布を体験する参加者



【
南な
ん
し
ん信
森
林
管
理
署
】

　

十
一
月
二
十
三
日
、
長
野
県
富ふ

じ

み
士
見

町ま
ち
に
し
だ
け

西
嶽
及
び
編あ
み

笠が
さ
や
ま山
国
有
林
に
お
い

て
、
平
成
三
十
年
十
月
一
日
の
台
風

二
四
号
に
伴
う
豪
雨
に
よ
り
、
国
有
林

内
の
キ
ッ
カ
ケ
沢
に
お
い
て
土ど

せ
き
り
ゅ
う

石
流
が

発
生
し
、
富
士
見
高
原
ゴ
ル
フ
場
、
県

道
四
八
四
号
な
ど
に
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
キ
ッ
カ
ケ
沢
復

旧
治
山
工
事
の
現
地
見
学
会
を
地
元
住

民
及
び
関
係
者
約
五
十
名
が
参
加
し
開

催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
名な

と
り取
重し
げ
は
る治
富
士
見
町
長

よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
令

和
元
年
か
ら
二
年
ま
で
に
完
成
し
た
箇

所
と
令
和
三
年
度
の
治
山
工
事
箇
所
の

見
学
を
行
い
ま
し
た
。
完
成
し
た
施
工

箇
所
に
お
い
て
は
、土
石
流
に
よ
り
キ
ッ

カ
ケ
沢
の
渓け
い
り
ゅ
う
ぶ

流
部
が

閉
塞
し
た
こ
と
に
よ

り
右う
が
ん
が
わ

岸
側
の
渓け
い

岸が
ん
が

浸
食
さ
れ
決
壊
し
土

石
流
が
ゴ
ル
フ
コ
ー

ス
へ
流
出
し
た
箇
所

に
施
工
し
た
谷た
に
ど
め止

【
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
】

　

十
一
月
十
六
日
か
ら
十
九
日
の
四
日

間
、
下げ

ろ

し
呂
市
及
び
七
ひ
ち
そ
う
ち
ょ
う

宗
町
に
お
い
て
今

年
度
の
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
林
業
成
長
産
業

化
構
想
技
術
者
育
成
研
修
が
開
催
さ

れ
、
中
部
局
及
び
近
隣
六
県
か
ら
十
一

名
の
受
講
者
が
参
加
し
、
当
セ
ン
タ
ー

が
研
修
運
営
の
応
援
に
あ
た
り
ま
し

た
。

　

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
で
は
、
現
地
実

習
や
演
習
を
通
じ
て
実
践
力
を
養
う
こ

と
を
テ
ー
マ
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

実
施
し
て
お
り
、
第
一
日
目
に
は
、
外

部
講
師
に
よ
る
地
域
特
性
に
応
じ
た
森

林
づ
く
り
構
想
の
講
義
等
を
受
講
し
ま

し
た
。
第
二
日
目
は
、
岐
阜
署
管
内
の

七
宗
国
有
林
で
、
森
林
現
況
の
把
握
及

び
路
網
計
画
の
検
討
と
併
せ
、
Ｕ
Ａ
Ｖ

（
ド
ロ
ー
ン
）に
よ
る
森
林
資
源
調
査
等

の
実
習
を
行
い
、
第
三
日
目
は
、
各
班

で
実
際
に
路
網
・
森
林
整
備
・
木
材
生

産
の
各
事
業
計
画
と
林
業
成
長
産
業
化

の
た
め
の
戦
略
を
練
り
、
第
四
日
目
に

は
、
そ
の
検
討
結
果
を
班
毎
に
発
表
し

工こ
う
、
護ご
が
ん
こ
う

岸
工
は
流
り
ゅ
う

路ろ

が
固
定
さ
れ
今
後

の
土
石
流
災
害
の
未
然
防
止
を
図
る
と

と
も
に
、
令
和
三
年
度
施
工
箇
所
で
は
、

現
在
実
行
中
の
谷
止
工
二
基
の
施
工
に

よ
り
上
流
の
不
安
定
土
砂
を
下
流
へ
流

下
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
と
説
明

を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
国
有
林
の
現
場
を
見

る
機
会
が
で
き
て
良
か
っ
た
」、「
自
然

の
驚
異
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
」、「
災

害
復
旧
の
大
変
さ
を
再
認
識
し
た
」等
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
現
場
見
学
会
の
開
催
を

通
し
て
、
国
有
林
野
事
業
への
理
解
、
防

災
意
識
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
最
新
技
術
や
各
種
ソ
フ
ト
を
活
用

し
て
、
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
含
め
た
戦
略
や
構
想

作
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
習
で
き
満
足
し

た
」
と
い
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
が

提
出
さ
れ
る
な
ど
、
受
講
者
か
ら
は
高

い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
セ
ン

タ
ー
で
は
来
年
度
以
降
も
当
該
研
修
の

現
地
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
研
修
の
運
営

を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

〈各地からの便り〉

キ
ッ
カ
ケ
沢
復
旧

　
　

治
山
工
事
現
地
見
学
会

中
部
ブ
ロ
ッ
ク

��

林
業
成
長
産
業
化

�

構
想
技
術
者
育
成
研
修
を
応
援

【
工
事
現
場
ト
ピ
ッ
ク
ス
】

　

当
施
工
箇
所
の
上
流
に
は
編
笠
山
登
山
道
沿

い
の
景
勝
地
「
盃
さ
か
ず
き
な
が
流
し
」
が
あ
り
、
そ
の
付
近
に

設
置
さ
れ
て
い
た
犬い
ぬ
か
い養
毅つ
よ
し（
元
首
相
）
及
び

小お
が
わ
へ
い

川
平
吉き
ち（
富
士
見
町
出
身
で
司
法
大
臣
や
鉄
道

大
臣
な
ど
を
歴
任
）の
書
を
刻
ん
だ
記
念
碑
が
あ

り
ま
し
た
が
、
土
石
流
災
害
に
よ
り
行
方
不
明

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
八
月
三
十
日
、
偶
然

に
二
つ
と
も
作
業
中
に

発
見
さ
れ
、
工
事
現
場

外
へ
移
動
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
地
元
乙

事
地
区
の
関
係
者
及
び

住
民
は
、「
発
見
さ
れ

て
良
か
っ
た
」
と
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

令和３年度施工箇所見学の様子

偶然発見された石碑
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〈各地からの便り〉

【
飛ひ

だ騨
森
林
管
理
署
】

　

十
一
月
十
一
日
か
ら
十
二
日
ま
で
の

二
日
間
、
岐
阜
県
立
飛
騨
高
山
高
校
環

境
科
学
科
二
年
生
の
生
徒
二
名
を
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
受
け
入
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
当
署
若
手
職
員
が
中
心
と

な
っ
て
、
実
習
内
容
の
企
画
か
ら
現
地

で
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
当
署
の
概
要
、
国
有
林
野

事
業
の
業
務
内
容
等
を
担
当
者
か
ら
説

明
を
受
け
、
そ
の
後
、
現
場
で
間
伐
木

を
選
定
し
、
そ
の
樹
種
、
材
積
、
材
質

な
ど
を
調
べ
る
収
穫
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
収
穫
調
査
で
は
、
林
内
に
ひ
し

形
の
プ
ロ
ッ
ト
を
設
定
し
ト
ゥ
ル
ー
パ

ル
ス
（
レ
ー
ザ
ー
距
離
計
：
樹
木
の
高

さ
を
測
る
器
具
）や
、
輪り
ん

尺じ
ゃ
く（
立
木
の
太

さ
を
測
る
器
具
）
等
を
使
用
し
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
署
に
戻
り
間
伐
施
業
を
行

う
意
義
や
、
間
伐
の
調
査
の
進
め
方
な

ど
を
学
び
、
現
地
で
測
っ
た
デ
ー
タ
を

パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し
、
プ
ロ
ッ
ト
内
の

材
積
等
を
算
出
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
間
伐
を
行
っ
て
い
る
現

場
で
立
木
の
伐
倒
、
高
性
能
林
業
機
械

に
よ
る
丸
太
の
玉
切
り
を
見
学
し
、
そ

の
後
治
山
工
事
を
行
っ
た
箇
所
へ
移
動

し
、
治
山
事
業
の
意
義
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。

　

ま
た
、
苗
木
の
植
付
作
業
が
終
了
し

た
造
林
地
で
は
、
契
約
書
で
指
定
し
た

植
え
幅
に
な
っ
て
い
る
か
、
苗
木
の
間

隔
を
測
り
確
認
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
丸
太
を
集
積
し
て
い
る
土
場

で
丸
太
の
材
積
を
計
測
す
る
た
め
に
行

う
、
丸
太
の
検
知
体
験
（
検
知
：
丸
太

の
樹
種
、
太
さ
、
長
さ
等
を
調
査
し
、

そ
の
数
量
を
確
定
す
る
も
の
）を
行
い
、

二
日
間
の
日
程
を
終
え
ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は
「
学
校
で
習
っ
た
仕
事

内
容
も
あ
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
が
初
め

て
行
う
こ
と
ば
か
り
で
大
変
だ
っ
た

が
、
新
た
な
知
識
を
覚
え
た
り
得
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の
体

験
が
、
少
し
で
も
生
徒
の
将
来
の
夢
に

役
立
つ
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

若
手
職
員
が
中
心
と
な
っ
て
、

�

高
校
生
の
就
業
体
験
を
実
施

トゥルーパルスで樹高を測定 調査データの入力方法等について
若手職員から指導を受けている様子

輪尺で樹木の
太さを測定

苗木の植付幅の測定丸太の検知（直径を測定）

～飛騨署で、インターンシップ～

❼❽
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〈各地からの便り〉
【
中
ち
ゅ
う
し
ん信
森
林
管
理
署
】

　

十
二
月
十
三
日
、
当
署
に
お
い
て
、

松ま
つ
も
と
し

本
市
堀ほ
り
ご
め米
保
育
園
の
年
長
園
児
十
八

名
を
対
象
に
森
林
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
、
ウ
サ
ギ
や
コ
ア
ラ
な
ど

の
顔
の
形
に
見
え
る
冬ふ

ゆ

芽め

を
紹
介
し
ま

し
た
。
顔
に
見
え
る
と
こ
ろ
は
、
落ら

く
よ
う葉

し
た
葉
の
柄
が
付
い
て
い
た
後
で
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
様
々
な
冬
芽
の

顔
は
、園
児
た
ち
に
も
大
好
評
で
し
た
。

　

次
に「
？
」ボ
ッ
ク
ス
の
中
身
を
当
て

る
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
園
児
た
ち
は
好
奇

心
と
恐
怖
心
の
中
で
恐
る
恐
る
箱
の
中

に
手
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。
中
身
は
ト

ナ
カ
イ
で
は
な
く
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
角
で

【
南な

ん
し
ん信
森
林
管
理
署
】

　

十
一
月
十
八
日
、
長
野
県
富ふ
じ
み
ま
ち

士
見
町

西に
し
だ
け嶽
国
有
林
内
に
設
定
し
て
い
る

「
遊ゆ
う
ゆ
う々

の
森
」（
名
称
：
多た

ま摩
市し
み
ん民
の
森
・

フ
レ
ン
ド
ツ
リ
ー
）
に
お
い
て
、
多
摩

市
立
八や

つ
が
た
け

ヶ
岳
少
年
自
然
の
家
主
催
の
森

林
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
回
は
、

東
京
都
多
摩
第
一
小
学
校
の
児
童

一
二
四
名
を
対
象
に
、
当
署
職
員
も
参

加
し
、プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

こ
の「
遊
々
の
森
」は
、
多
様
な
体
験

活
動
を
通
じ
森
林
の
大
切
さ
を
学
習
す

る
場
と
し
て
、
平
成
十
七
年
、
多
摩
市

長
と
当
署
長
と
の
間
で
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
多
摩
市
立
八
ヶ
岳
少
年
自
然

の
家（
富
士
見
町
）で
は
、
毎
年
春
か
ら

秋
に
か
け
て
、

遊
々
の
森
を
活

用
し
た
森
林
教

室
な
ど
の
取
組

を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

当
日
の
森
林

教
室
で
は
、
間

伐
体
験
を
グ
ル 

し
た
が
、
普
段
触
る
こ
と
の
な
い
角
を

見
て
大
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
松
ぼ
っ
く
り
で
ミ
ニ
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
し
た
。

　

職
員
が
事
前
に
園
児
の
名
前
を
焼
き

コ
テ
で
土
台
に
書
い
て
お
い
た
の
で
、

自
分
の
名
前
が
呼
ば
れ
る
と
大
き
な
声

で
返
事
を
し
て
受
け
取
り
、
様
々
に
模

様
を
着
色
し
た
り
、
ビ
ー
ズ
等
で
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
な
ど
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
出
来
上
が
っ
た
ミ
ニ
ツ
リ
ー
は

保
育
園
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
ま
で
、
展
示

す
る
そ
う
で
す
。

　

最
後
に「
ア
ル
ソ
ミ
ト
ラ
」の
種
の
模

型
を
つ
く
り
、
み
ん
な
で
飛
ば
し
ま
し

た
。
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
有
意
義
な
森
林
教
室
と
な
り
ま
し

た
。

ー
プ
に
分
か
れ
て
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
間
伐
木
を
伐
倒
す
る
体

験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
木
が
倒
れ
る
瞬

間
の
大
き
な
音
と
迫
力
に
驚
き
の
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
枝
を
払
い
、
さ
ら
に
丸
太

に
切
っ
た
り
す
る
作
業
を
互
い
に
協
力

し
な
が
ら
行
い
ま
し
た
が
、
手て

の
こ鋸
の
使

い
方
に
慣
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
悪
戦
苦

闘
し
な
が
ら
も
、
初
め
て
行
う
丸
太
切

り
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
は
「
林
業
の
仕
事
の
大
変

さ
が
分
か
っ
た
」、「
木
材
が
想
像
よ
り

ず
っ
と
重
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も「
遊
々
の
森
」活
動
へ
の
協
力

を
通
じ
た
、
森
林
環
境
教
育
の
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

園
児
を
招
い
て

　
　
　
　

�

森
林
教
室
を
開
催

遊
々
の
森
の
森
林
教
室
を
開
催

「？」ボックス　中身は何？

ミニクリスマスツリーの作製

間伐木を切っている児童

間伐の目的や作業説明を行っている様子

❽
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〈各地からの便り〉

の
出
材
で
木
曽
署
管
内
で
も
貴
重
と
の

こ
と
。
ま
た
、木
曽
ヒ
ノ
キ
の
中
で
も
、

特
に
大た
い
け
い
ざ
い

径
材
や
長な
が
ざ
い材
・
無む
ふ
し
ざ
い

節
材
に
つ
い

て
は
、
伊い

せ勢
神じ
ん
ぐ
う宮
等
へ
の
特
殊
用
材
と

し
て
、
供
給
さ
れ
る
な
ど
木
曽
地
域
な

ら
で
は
の
取
組
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
土
場
構
内
を
見
学
中
に
は
、

折
し
も
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
集
材
用
の
機
体

が
隣
接
地
に
飛
来
す
る
と
い
っ
た
う
れ

し
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

南
信
署
管
内
に
も
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林

生
育
地
は
あ
り
ま
す
が
、
木
曽
の
森や

ま林

（
天
然
林
）を
初
め
て
目
に
す
る
職
員
も

多
く
、
改
め
て
見
識
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
初
め
て
署
間
を

越
え
た
若
手
職
員
の
合
同
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
実

施
し
ま
し
た
が
、
職
員
間
の
交
流
も
深

ま
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
木き

そ曽
森
林
管
理
署
】

　

十
一
月
十
八
日
、
降
雪
期
を
前
に
雪

道
運
転
の
注
意
点
な
ど
、
若
手
職
員
を

対
象
に
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
、
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
装

着
方
法
に
つ
い
て
、
金
属
製
チ
ェ
ー
ン

の
裏
表
や
、
フ
ッ
ク
の
止
め
方
な
ど
先

輩
職
員
の
実
演
を
見
て
か
ら
行
い
ま
し

た
が
、
車
体
と
タ
イ
ヤ
の
狭
い
ス
ペ
ー

ス
で
の
作
業
に
苦
労
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
装
着
し

た
車
両
を
実
際
に
運
転
し
、
そ
の
走
行

時
の
振
動
や
騒
音
な
ど
、
非
装
着
時
と

の
感
覚
の
違
い
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
降
雪
の
状
況
を
見
て
、
さ

ら
に
雪
道
の
走
行
実
習
を
行
い
、
安
全

な
運
転
技
術
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

【
南な
ん
し
ん信
・
木き

そ曽
森
林
管
理
署
】

　

十
一
月
十
一
日
、
若
手
職
員
等
を
対

象
に
木
曽
ヒ
ノ
キ
林
と
原
木（
丸
太
）の

出
材
状
況
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
南
信

署
と
木
曽
署
合
同
で
、
お
出
掛
け
Ｏ
Ｊ

Ｔ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
で
は
、
木
曽
署
池
戸
次
長

を
講
師
に
赤

あ
か
さ
わ
し
ぜ
ん
き
ゅ
う
よ
う
り
ん

沢
自
然
休
養
林
内
の
ヒ
ノ

キ
人
工
林
に
お
い
て
、
ヒ
ノ
キ
と
サ
ワ

ラ
の
見
分
け
方
や
天
然
木
で
あ
る
木
曽

ヒ
ノ
キ
と
の
違
い
を
比
較
す
る
た
め
、

目
測
に
よ
る
樹
形
の
目
慣
ら
し
な
ど
を

行
っ
た
後
、
い
よ
い
よ
天
然
木
曽
ヒ
ノ

キ
の
生
育
地
（
天
然
更
新
試
験
：
森
林

の
伐
採
後
、
植
栽
を
行
わ
ず
、
自
然
に

落
下
し
た
種
子
か
ら
樹
木
を
育
成
さ
せ

る
こ
と
）へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

途
中
、
赤
沢
の
木
曽
ヒ
ノ
キ
美
林
が

成
立
し
た
歴
史
的
背
景
や
木
曽
ヒ
ノ
キ

を
伐
採
後
、
現
在
の
稚ち

じ
ゅ樹
（
若
芽
か
ら

生
長
し
た
ば
か
り
の
樹
木
）
等
が
成
立

し
て
い
る
状
況
の
説
明
や
赤
沢
の
特
徴

で
も
あ
る「
シ
ロ
モ
ジ
」や「
ア
ス
ナ
ロ

稚
樹
」
と
の
相
対
関
係
と
天
然
更
新
の

難
し
さ
な
ど
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し

た
。

　

午
後
の
部
で
は
、
三
井
企
画
官
を
講

師
に
、
王お

う
た
き
む
ら

滝
村
の
氷こ
お
り
が
せ

ヶ
瀬
土
場
に
て
、

木
曽
ヒ
ノ
キ
を
は
じ
め
、
天
然
林
か
ら

出
材
さ
れ
た
丸
太
の
出
材
・
公
売
状
況

等
に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

注
目
さ
れ
た
の
は
、
今
年
話
題
に

な
っ
た「
鬼き

め
つ滅
の
刃
や
い
ば」で
お
馴
染
み「
ね

ず
こ
（
樹
種
名
で
す
）」
は
、
二
年
ぶ
り

雪
道
走
行
を
前
に
講
習
会
を
開
催

「
木き

そ曽
ヒ
ノ
キ
を
学
ぼ
う
」

お
出
掛
け
合
同
Ｏ
Ｊ
Ｔ（
in
木
曽
）

木曽ヒノキ大径材の説明

木曽ヒノキの天然更新試験

ヘリコプターの飛来！！

タイヤチェーンの装着の様子

❾�
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〈シリーズ／森林官からの便り〉

信越トレイル

�

令和４年１月 第 214号

【
北ほ
く
し
ん信
森
林
管
理
署
野の
ざ
わ沢
森
林
事
務
所
】

�
森
林
官　

小こ
ば
や
し林　

美み

緒お

　

野
沢
森
林
事
務
所
は
、
長な
が
の
け
ん

野
県
下し
も
た
か高

井い
ぐ
ん郡
野の
ざ
わ
お
ん
せ
ん
む
ら

沢
温
泉
村
に
所
在
し
、
森
林
官

一
名
と
非
常
勤
職
員
二
名
の
体
制
で
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
管
轄
地
域
は

飯い
い
や
ま
し

山
市
、
野
沢
温
泉
村
、
栄
さ
か
え
む
ら村に
所
在

す
る
国
有
林
約
四
、四
八
〇
㌶
で
す
。

　

そ
の
中
で
特
色
あ
る
エ
リ
ア
の
一
つ

は
、
野
沢
温
泉
村
の
東
部
、
毛け

無な
し
や
ま山
の

北
側
に
広
が
る
国
有
林
で
す
。
野
沢
温

泉
ス
キ
ー
場
や
ス
タ
カ
湖
キ
ャ
ン
プ
場

が
あ
り
、
夏
に
は
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
の
大

会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
四
季
を
通
じ

て
行
楽
客
が
訪
れ
ま
す
。そ
の
た
め「
こ

ん
な
こ
と
が
し
た
い
」
と
相
談
が
寄
せ

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
署
の
担
当
者
と

連
携
し
な
が
ら
丁
寧
に
対
応
す
る
よ
う

心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
野
沢
温
泉
村
と
い
え
ば
毎
年

一
月
に
火
祭
り
と
し
て
有
名
な
道ど

う
そ
じ
ん

祖
神

祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
社
殿
を
造
る

の
に
用
い
ら
れ
る
木
材
を
国
有
林
か
ら

も
供
給
し
て
い
ま
す
。
ブ
ナ
林
の
一
部

を「
道
祖
神
祭
り
の
森
」と
し
て
設
定
し

て
お
り
、
今
年
度
も
十
月
に
木
が
伐
り

出
さ
れ
ま
し
た
。
ス
キ
ー
場
か
ら
少
し

離
れ
た
場
所
に
は
ス
ギ
人じ
ん
こ
う工
林り
ん

も
多
数

あ
り
、
今
年
度
は
間か
ん
ば
つ伐
事
業
と
造ぞ
う
り
ん林
事

業（
下し
た
が刈
り
）を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
う

し
た
事
業
の
監
督
も
森
林
官
の
仕
事
で

す
。

　

も
う
一
つ
特
色
あ
る
エ
リ
ア
と
し
て

長
野
県
最
北
端
、
新に

い
が
た
け
ん

潟
県
と
の
境
に
連

な
る
関せ

き
だ田
山さ
ん
け
い系
の
稜
線
部
に
沿
っ
て
細

長
く
延
び
る
国
有
林
が
あ
り
ま
す
。
稜

線
に
は
信し

ん
え
つ越
ト
レ
イ
ル
が
整
備
さ
れ
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
信
越
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
、

関か
ん
と
う東
森
林
管
理
局
上じ
ょ
う
え
つ越
森
林
管
理
署
、

北
信
森
林
管
理
署
で
協
定
を
結
び
、
維

持
管
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
訪
れ
る
人
が
増
え
た
そ
う
で
、
今

年
度
も
大
き
な
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
を
背

負
っ
た
ハ
イ
カ
ー
を
よ
く
見
か
け
ま
し

た
。
ブ
ナ
の
森
と
し
て
知
ら
れ
る
鍋
倉

山
も
あ
り
、
静
か
で
気
持
ち
の
い
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

林
野
庁
の
業
務
内
容
は
非
常
に
幅
広

く
、
異
動
・
転
勤
も
多
い
職
場
で
す
。

し
か
し
そ
の
分
様
々
な
経
験
が
で
き
、

色
々
な
森
林
や
人
と
関
わ
り
な
が
ら
知

見
を
広
げ
て
い
け
る
の
は
面
白
い
と
思

い
ま
す
。
森
林
に
関
わ
る
仕
事
に
興
味

の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
林
野
庁
の
こ
と
を

調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

国
有
林
の
現
場
の
最
前
線
で
、
働
く

森
林
官
の
仕
事
や
、
管
轄
す
る
地
域

の
特
色
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

シリーズ

森
林
官
か
ら
の
便
り

森
林
官
か
ら
の
便
り

夏の野沢温泉スキー場と関田山脈

道祖神祭りの社殿

森林事務所（筆者）
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「
愛
と
木
で
作
る
お
も
ち
ゃ
屋
さ
ん
」

■
自
己
紹
介

　

米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
出
身
で
、
山
間

部
で
育
ち
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら

大
学
卒
業
ま
で
、
お
爺
さ
ん
の
家
具
製

作
工
房
の
お
手
伝
い
や
ア
ル
バ
イ
ト
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

に
遊
ん
で
も
ら
え
な
い
の
が
残
念
。

　

お
も
ち
ゃ
は
シ
ン
プ
ル
で
、
子
ど
も

た
ち
が
自
分
の
想
像
力
を
学
び
、
活
用

で
き
る
も
の
を
心
掛
け
て
作
っ
て
い
ま

す
。

　
「
安
心・
安
全
」を
第
一
に
、お
も
ち
ゃ

の
塗
装
剤
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
万
が
一
舐

め
て
も
安
全
な
材
料
を
使
用
し
、
森
林

組
合
か
ら
県
産
材
の
立
山
杉
を
仕
入
れ

て
使
用
し
て
い
ま
す
。
立
山
杉
に
こ
だ

わ
っ
た
の
は
、「
材
質
が
や
わ
ら
か
く
、

手
触
り
が
と
て
も
良
い
な
ど
の
理
由
か

ら
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
毎
月
一
回
、
親
子

木
工
体
験
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

　

一
九
九
一
年
、
石
川
県
に
留
学
生
と

し
て
一
年
間
生
活
し
、
そ
の
後
、
ア
メ

リ
カ
の
大
学
を
卒
業
し
、
英
会
話
の
講

師
と
し
て
再
来
日
し
ま
し
た
が
、
登
山

の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ
、
二
〇
〇
二
年 

奥
穂
高
岳（
岐
阜
県
）の
穂
高
岳
山
荘
に

就
職
。
約
十
一
年
間
雲
の
上
の
設
備
主

任（
主
に
大
工
仕
事
）と
し
て
働
き
ま
し

た
。
山
小
屋
で
の
生
活
は
、
一
年
の
半

分
以
上
妻
と
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
娘
に

会
え
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
二
〇
一 

一
年
に
富
山
市
に
移
り
住
み
、
現
在
、

自
然
豊
か
な
立
山
山
麓
の
小
さ
い
工
房

で
、家
族
三
人
で
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容

　

英
会
話
講
師
の
仕
事
と
兼
務
し
な
が

ら
、
工
房
「
タ
ー
ト
ル
・
バ
リ
ー
・
ト

イ
ズ
」で
、「
愛
と
木
で
作
る
お
も
ち
ゃ

屋
さ
ん
」
を
テ
ー
マ
に
子
ど
も
の
玩
具

と
家
具
を
製
作
し
て
い
ま
す
（
工
房
の

テ
ー
マ
は
、
奥
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
）。

お
も
ち
ゃ
作
り
を
始
め
た
の
は
、
娘
に

喜
ん
で
も
ら
う
た
め
。
最
近
は
、
一
緒

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
親
や
子
ど
も
の

喜
ぶ
顔
を
見
る
と
私
も
と
て
も
楽
し
く

な
り
ま
す
。長
く
継
続
し
た
い
で
す
ね
。

■
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

地
域
の
工
房
と
し
て
、「
子
ど
も
た

ち
の
木
育
に
繋
が
る
よ
う
な
、
お
も

ち
ゃ
を
考
案
し
た
い
」、「
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
が
、
こ
の
工
房
に
遊
び
に
来
て

ほ
し
い
」、
当
面
は
、
英
会
話
の
先
生

と
工
房
の
二
刀
流
で
頑
張
り
ま
す
。

〇
連
絡
先

　

〒
九
三
〇
︱

一
四
五
九

　

富
山
県
富
山
市
亀
谷
六
一
五
︱

一
二

　

℡　

〇
九
〇
︱

六
八
一
〇
︱

六
六
六
五

　

　

turtle.valley.toys@
gm

ail.com

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://w
w

w
.turtle-valley-

　

toys.com
/

T
タ ー ト ル

urtle�V
バ リ ー

alley�T
ト イ ズ

oys
玩具・家具職人

S
スコット

cott�W
ウォラック

olak

シリーズ

「
私
の
森
語
り
」

「
私
の
森
語
り
」

も
り
か
た

も
り
か
た

森
林
・
林
業
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

様
々
な
課
題
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
方

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

森
林
・
林
業
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

様
々
な
課
題
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
方

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

家具職人のお爺さん

ドールハウス

木製スマートフォン�tPhone

料理３点セット（包丁、まな板、赤巻）

ナンバーズ

親子木工体験教室の様子
（地区の子供会）
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　国有林野には、世界自然遺産を始めとする原生的な森林生態系を有する森林や、希少な野生生
物の生育・生息の場となっている森林が多く残されています。
　国有林野事業では、1915 年（大正４年）以降、こうした貴重な森林を「保護林」として設定し、
森林や野生生物等の状況変化に関する定期的なモニタリング調査を実施して、森林の厳格な保護・
管理を行っています。

お問い合わせ先：計画保全部計画課  ダイヤルイン：026-236-2612
※詳細は、ＱＲコードを
　読み込んでください。

※自然保護のため、詳細な位置情報
　は掲載しておりません。

所在地
　長野県長野市

★

野
鳥
の
楽
園

野
鳥
の
楽
園

戸
隠
山

　生
物
群
集
保
護
林

戸
隠
山

　生
物
群
集
保
護
林

と
が
く
し
や
ま

と
が
く
し
や
ま

設
定
目
的

　

戸と
が
く
し
さ
ん
ろ
く

隠
山
麓
に
は
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
を
は
じ
め
、
三
四
科

一
〇
三
種
の
鳥
類
の
生
息
が
確
認
さ
れ
、
多
種
多
様
な
野
鳥

が
豊
富
に
生
息
す
る
と
と
も
に
、
ス
ギ
、
カ
ラ
マ
ツ
の
人
工

林
と
ハ
ル
ニ
レ
、
ヤ
チ
ダ
モ
、
シ
ラ
カ
バ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ

等
か
ら
構
成
さ
れ
る
天
然
林
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
生
物
群
集
を
有
す
る
森
林
の
保
護
・
管
理
を
す

る
た
め
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

地
況
・
林
況

　

全
域
が
起
伏
の
激
し
い
岩
石
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

戸と
が
く
し
や
ま

隠
山
を
中
心
に
、
南
西
に
西に
し
だ
け岳
、
北
に
五ご
じ
ぞ
う
や
ま

地
蔵
山
、

高た
か
つ
ま
や
ま

妻
山
、
乙お
と
つ
ま
や
ま

妻
山
の
稜
線
部
と
そ
れ
を
囲
む
岩が
ん
り
ょ
う
せ
ん
ち
た
い

稜
線
地
帯
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
特
に
戸
隠
か
ら
西
岳
連
峰
の
東
側
は
大

絶
壁
と
な
っ
て
怪
異
な
姿
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
標
高
一
、六
〇
〇
～
一
、九
〇
〇
㍍
付
近
に
は
ブ
ナ
林
、
ダ

ケ
カ
ン
バ
林
、
そ
し
て
そ
の
上
部
は
高
山
性
の
露ろ
が
ん
し
ょ
く
せ
い

岩
植
生
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
山
麓
に
位
置
す
る
戸
隠
森
林
植
物
園
一
帯
は「
小
鳥
の
森
」

と
呼
ば
れ
、
野
鳥
の
宝
庫
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ハ
ル

ニ
レ
、
ヤ
チ
ダ
モ
、
ハ
ン
ノ
キ
、
ブ
ナ
な
ど
の
天
然
林
、
シ

ラ
カ
バ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
二
次
林
、
ス
ギ
、
カ
ラ
マ
ツ
な

ど
の
人
工
林
、
多
数
の
湿
原
や
池
な
ど
多
様
な
環
境
が
あ
り

多
数
の
野
鳥
の
生
息
・
繁
殖
を
支
え
て
い
ま
す
。

中
部
の
保
護
林（
第
９
回
）

シリー
ズ

アカショウビン

コゲラ

サメビタキ

ゴジュウカラ
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「
雪
ゾ
リ
」

　

寒
い
冬
の
野
外
で
の
仕
事
は
辛
い
も
の
で
す

が
、
林
業
で
は
む
し
ろ
雪
が
降
っ
て
か
ら
行
わ
れ

る
作
業
も
あ
り
ま
し
た
。
サ
サ
や
灌
木
が
生
い

茂
っ
た
山
に
出
入
り
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
雪
が
積
も
れ
ば
そ
の
上
を
通
る

こ
と
が
で
き
ま
ま
す
。
ま
た
雪
ゾ
リ
を
使
う
こ
と

で
、
道
が
無
く
て
も
木
材
を
運
び
出
す
こ
と
も
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

　

雪
の
高
さ
の
分
、
伐
採
す
る
位
置
が
高
く
な
っ

た
り
、雪
を
掘
る
作
業
も
増
え
た
り
も
し
ま
す
が
、

雪
上
に
伐
倒
し
た
ほ
う
が
樹
木
が
傷
み
に
く
く
、

ブ
ナ
な
ど
の
広
葉
樹
は
、
菌
に
よ
る
腐
れ
や
変
色

を
抑
え
ら
れ
る
と
い
う
利
点
も
あ
り
ま
し
た
。

　

雪
ゾ
リ
に
も
人
が
曳
く
も
の
、
飛
騨
地
方
で
見

ら
れ
た
手
ゾ
リ
、
馬
に
曳
か
せ
る
も
の
、
積
雪
量

や
雪
質
に
よ
る
使
い
分
け
な
ど
で
幾
つ
も
の
種
類

が
あ
り
ま
し
た
が
、
林
業
の
機
械
化
と
自
動
車
の

普
及
に
よ
っ
て
次
第
に
消
え
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
す
。

今 

は 

昔 

の 

林 

業

今 

は 

昔 

の 

林 

業

中
部
森
林
管
理
局
技
術
普
及
課

　
　
　

  

井
上 

日
呂
登

第９回

い
の
う
え

ひ

　
　ろ

　
　と

シリーズ
秘
蔵
写
真

秘
蔵
写
真

　

こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
写
真
は
、
当
局
サ
イ
ト

「
モ
ノ
ク
ロ
森
林
紀
行
」
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
カ
ラ
ー
写
真
の
な
い
時
代
へ
時
を
超
え

て
！
む
か
～
し
の
写
真
を
紹
介
す

る
サ
イ
ト
で
す
。

　

当
サ
イ
ト
へ
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　今
は
昔
、山
村
に
暮
ら
す
人
々
と
そ
の
生
業
と
し
て
の

林
業
を
当
局
秘
蔵
の
写
真
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

昭和30年代後半の馬によるソリ運材
（現在の飛騨森林管理署管内）

昭
和
三
十
年
代
前
半
の
手
ゾ
リ
運
材

（
現
在
の
飛
騨
森
林
管
理
署
管
内
）

大正時代末頃のソリ運材（現在の木曽森林管理署管内）



　新年明けましておめでとうございます。
　コロナ禍の中、昨年よりは多少賑やかな年末年始だったのではないでしょうか。
　新年といったら、やっぱり縁起を担いで初笑い！今年は寅年！とら（りゃ）～っ
と駄洒落で始めさせていただきます。「虎の年頭あいさつ！明けましておめでタイ
ガー」、「大トラが叫ぶ！飲みタイガー」、「感謝する虎！ありがタイガー」、「頑張る
虎！トラいします！」、「大きい川に住む虎！タイガー（大河）」、「虎が出演！大河ド
ラマ」、「旅行する虎！トラベル」、最後に…「今年もいい笑ガオーの年にしましょ
う！」おっ～と！1本トラれたー！もう～ネタ切れ。お粗末様でした。(̂ _-)-☆
　中部の森林では、本年も魅力ある紙面作りに心掛けて、充実を図っていきます。
皆様の1年が豊かで健やかでありますように。本年もよろしくお願いいたします。

　新年も、いつでもお気軽に自宅で森林や自然の風景を楽しむ
ことができる「デジ森（もり）」で、美しい風景をご覧になっ
てください。

編 集 長 だ よ り （中部の森林へのご意見・ご要望等の投稿は、
migoro＠maff.go.jpまで電子メールでお送りください。）

デジ森への入場ゲートは、左のＱＲコードを読み込んでください。 2.「一人ぼっちのぶな」（北信署管内）

デジ森デジ森 テーマ「白」テーマ「白」

【
山
の
き
の
こ
盛
り
だ
く
さ
ん
！
】

　

山
の
中
で
栽
培
す
る
原
木
栽
培
の
ナ
メ
コ
。
傘
が
開

い
て
大
ぶ
り
の
ナ
メ
コ
は
普
段
ス
ー
パ
ー
で
見
る
も
の

と
か
な
り
見
た
目
が
違
い
ま
す
。
肉
厚
で
触
感
は
ぷ
り

ぷ
り
！
大
変
美
味
な
の
で
す
。

　

そ
ん
な
原
木
ナ
メ
コ
を
紹
介
す
る
た
め
、
Ｂ
Ｕ
Ｚ
Ｚ

Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ 

チ
ー
ム
も
り
チ
ル
は
長
野
県
野
沢
温
泉
村

へ
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！

　

ナ
メ
コ
を
栽
培
し

て
い
る
門か

ど
わ
き
あ
き
ひ
こ

脇
秋
彦
さ

ん
に
森
の
中
を
案
内

し
て
も
ら
い
な
が

ら
、
ナ
メ
コ
に
似
た

毒
き
の
こ
や
、
食
べ

ら
れ
る
け
ど
お
い
し

く
な
い
き
の
こ
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
き

の
こ
を
取
材
し
ま
し

た
！

　

ぜ
ひ
、
動
画
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
企
画
調
整
課
】

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
令
和
四・
五
年
度
の

「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」制
度
は
、
管
内
四
県（
富
山

県
・
長
野
県
・
岐
阜
県
・
愛
知
県
）
に
お
住
ま
い

の
皆
様
に
、
国
有
林
が
果
た
し
て
い
る
役
割
や
現

状
を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
国
有
林
に
対

す
る
ご
意
見
等
を
直
接
伺
い
、
今
後
の
管
理
経
営

に
役
立
て
て
い
く
取
組
の
一
つ
で
す
。

　

募
集
人
数　

三
十
名

　

依
頼
期
間　

二
年
間

　

依
頼
内
容　

①
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答
、

　
 

②
ご
意
見
、
ご
要
望
等
の
提
出
、
③
モ
ニ
タ
ー

会
議
、現
地
見
学
会
へ
の
出
席（
旅
費
の
み
支
給
）

　

応
募
資
格　

管
内
在
住
の
満
十
八
歳
以
上

　
（
令
和
四
年
四
月
一
日
時
点
）の
方

　

応
募
方
法
等　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
申

　

込
フ
ォ
ー
ム
よ
り
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
（
郵
便
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
可
）

【
応
募
締
切
】

　

令
和
四
年
二
月
二
十
一
日（
月
）必
着

　

お
問
合
せ
先

　

企
画
調
整
課　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当

　

電　

話 

〇
五
〇
︱

三
一
六
〇
︱

六
五
〇
八

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
二
六
︱

二
三
六
︱

二
六
五
七

　

 

そ
の
他　

こ
れ
ま
で
の
活
動
内
容
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
Ｂ
Ｕ
Ｚ
Ｚ�

Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ
と
は
？
】

  

農
林
水
産
省
職
員
自
ら
が
、
省
公
式
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
ｒ
と
な
る
な
ど
、
担
当
業
務
に
と
ら

わ
れ
ず
、
そ
の
人
な
ら
で
は
の
ス
キ
ル
や

個
性
を
活
か
し
て
、
我
が
国
の
農
林
水
産

物
の
良
さ
や
農
林
水
産
業
、
農
山
漁
村
の

魅
力
を
発
信
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

林
野
庁
提
供
の「
も

り
チ
ル
」の
チ
ャ
ン
ネ

ル
の
登
録
を
ぜ
ひ
、

お
願
い
し
ま
す
。

農
林
水
産
省
公
式
Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル

Ｂ
Ｕ
Ｚ
Ｚ  

Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ（
ば
ず
ま
ふ
）

中
部
森
林
管
理
局
管
内
の
撮
影

 
第
二
弾
！
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

 

令
和
四
・
五
年
度

 

　
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
現
地
視
察
の
様
子

※�

活
動
内
容
に
つい
て
は
、下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�

令
和
二・三
年
度
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

現
地
視
察
は
中
止

※�

応
募
フ
ォ
ー
ム
に
つい
て
は
、
下
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

シカ対策の
取組（防護

柵など）

を視察（H
30年度）

木材の販売状況を視察（R元年度） 国有林おさんぽMAP
掲載コースを視察
（R元年度）

�
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東信森林管理署
（佐久市）

中信森林管理署
（松本市）

南木曽支署
（木曽郡南木曽町）

木曽森林管理署
（木曽郡上松町）

飛騨森林管理署
（高山市）

岐阜森林管理署
（下呂市）

東濃森林管理署
（中津川市）

名古屋事務所
（名古屋市）

愛知森林管理事務所
（新城市）

森林技術・支援センター
（下呂市）

木曽森林ふれあい推進センター
（木曽郡木曽町）

伊那谷総合治山事業所
（飯田市）

中部森林管理局
（長野市）

富山森林管理署
（富山市）

北信森林管理署
（飯山市）

南信森林管理署
（伊那市）

（　）は庁舎所在市町村

名 古 屋 事 務 所 〒456-8620 愛知県名古屋市熱田区熱田西町1-20 TEL 050-3160-6660 FAX 052-683-9269
富 山 森 林 管 理 署 〒939-8214 富山県富山市黒崎字塚田割591-2 TEL 050-3160-6080 FAX 076-424-4934
北 信 森 林 管 理 署 〒389-2253 長野県飯山市大字飯山1090-1 TEL 050-3160-6045 FAX 0269-62-4144
中 信 森 林 管 理 署 〒390-0852 長野県松本市島立1256-1 TEL 050-3160-6050 FAX 0263-47-4754
東 信 森 林 管 理 署 〒384-0301 長野県佐久市臼田1822 TEL 050-3160-6055 FAX 0267-82-6959
南 信 森 林 管 理 署 〒396-0023 長野県伊那市山寺1499-1 TEL 050-3160-6060 FAX 0265-72-7774
木 曽 森 林 管 理 署 〒399-5604 長野県木曽郡上松町正島町1-4-1 TEL 050-3160-6065 FAX 0264-52-2582
南　　木　　曽　　支　　署 〒399-5301 長野県木曽郡南木曽町読書3650-2 TEL 050-3160-6070 FAX 0264-57-2686
飛 騨 森 林 管 理 署 〒506-0031 岐阜県高山市西之一色町3丁目747-3 TEL 050-3160-6085 FAX 0577-34-8932
岐 阜 森 林 管 理 署 〒509-3106 岐阜県下呂市小坂町大島1643-2 TEL 050-3160-6090 FAX 0576-62-2503
東 濃 森 林 管 理 署 〒508-0351 岐阜県中津川市付知町8577-4 TEL 050-3160-5675 FAX 0573-82-2109
愛 知 森 林 管 理 事 務 所 〒441-1331 愛知県新城市庭野字東萩野49-2 TEL 0536-22-1101 FAX 0536-23-2254
森 林 技 術 ・ 支 援 セ ン タ ー 〒509-2202 岐阜県下呂市森876-1 TEL 050-3160-6095 FAX 0576-25-2420
木曽森林ふれあい推進センター 〒397-0001 長野県木曽郡木曽町福島1250-7 TEL 0264-22-2122 FAX 0264-21-3151
伊 那 谷 総 合 治 山 事 業 所 〒395-0001 長野県飯田市座光寺5152-1 TEL 050-3160-6075 FAX 0265-22-0149

発行：林野庁 中部森林管理局
編集：総務課 広報
〒 380-8575 長野県長野市栗田 715-5
電話：026-236-2531
FAX：026-236-2733
http://rinya.maff.go.jp/chubu/

メールマガジンに登録いただくと、広報「中部の森林」を
発行日と同時にデジタル版を毎月配信します。

（毎月 10 日発行※編集の都合で、発行日が遅れることもあります）
登録サイト https://mailmag.maff.go.jp/m/entry
または、右のＱＲコードを読み込んでください。

中
部
森
林
管
理
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、

以
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

中部森林管理局
ホームページ

広報
「中部の森林」

用語の解説
本誌文中に掲載して
いる主な専門用語・
業界用語を解説。
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本誌に使われている紙は、日本の森林を育てるために間伐材を積極的に使用しています。


